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中学校卒業者数

高校進学者数

高校進学率

S58
中学校卒業者数 26,649人
高校進学者数 24,676人
高校進学率 92.6%

S40
中学校卒業者数 42,458人
高校進学者数 23,036人
高校進学率 54.3%

（年３月）

（人） （％）

42,458人

13,314人

（学校基本調査及び中学校等卒業者の進路状況調査より）

H25
中学校卒業者数 13,314人
高校進学者数 13,103人

高校進学率 98.4%
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大学等進学(青森県)

就職(青森県)

大学等進学(全国)

就職(全国)

Ｈ元 Ｈ25

（学校基本調査及び高等学校等卒業者の進路状況調査より）

１ 高校教育改革の背景 

（１）青森県の中学校卒業者数と高校進学率の推移 

（２）高校卒業者の進路状況 

・中学校卒業者数の減少と高校進学率の上昇 
 
・就職者と進学者の割合が逆転 

H25 

（各年３月） 
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平成１１年２月「２１世紀を展望した本県高等学校教育の在り方について」
≪多様化への対応、中高一貫教育の導入等 報告≫

平成９～１０年度 青森県高等学校教育改革推進検討会議

第１次実施計画（平成12～16年度）

第３次実施計画【前期】（平成21～25年度）

第３次実施計画【後期】（平成26～29年度）

第２次実施計画（平成17～20年度）

平成１９年１０月「今後の県立高等学校の在り方について」
≪統合を含めた学校配置の見直しの必要性等 答申≫

平成１８～１９年度 高等学校グランドデザイン会議

≪第３次実施計画策定の４つの視点≫ 

１）教育内容・方法の充実・改善 

２）適正な学校規模・配置 

３）学科・コース等の再編整備 

４）学校種間の連携や地域の様々な教育資源の活用 

２ これまでの高校教育改革
の取組 

・多様化への対応 

・中学校卒業者数の減少に対応した高

校の適正規模・配置 

平成１１年２月「２１世紀を展望した本県高等学校教育の在り方について」
≪多様化への対応、中高一貫教育の導入等 報告≫

平成９～１０年度 青森県高等学校教育改革推進検討会議

第１次実施計画（平成12～16年度）

第３次実施計画【前期】（平成21～25年度）

第３次実施計画【後期】（平成26～29年度）

第２次実施計画（平成17～20年度）

平成１９年１０月「今後の県立高等学校の在り方について」
≪統合を含めた学校配置の見直しの必要性等 答申≫

平成１８～１９年度 高等学校グランドデザイン会議
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普通科系の
専門学科

職業教育を主とする
専門学科

総合学科

H12 スポーツ科学科（青森北高校） 動物科学科（三本木農業高校）

H13
スポーツ科学科（弘前実業高校、

八戸西高校）

H14 大湊高校

H15
美術科（青森戸山高校～H24）
表現科（八戸東高校）

青森中央高校
木造高校

H17 木造高校深浦校舎

H18
生物生産科（五所川原農林高校､名久井農業高校）
園芸科学科（名久井農業高校）
植物科学科（三本木農業高校）

H20
生物生産科（柏木農業高校）
環境工学科（柏木農業高校）

H22
森林科学科（五所川原農林高校）
環境土木科（五所川原農林高校､三本木農業高校）
食品科学科（五所川原農林高校）

H23
都市環境科（青森工業高校）
機械・エネルギー科（十和田工業高校）
設備・エネルギー科（むつ工業高校）

H25
環境システム科（名久井農業高校）
土木建築科（八戸工業高校）

全日制
普通科
単位制

総合
選択制

中高一貫
教育

定時制
三部制

通信制の再編 くくり募集

H13
連携型
（田子高校）

H14 弘前実業高校
連携型
（大湊高校
～H25）

H16 青森東高校

H18 八戸北高校
北斗高校
八戸中央高校

H19
併設型
（三本木高校）

H20 弘前南高校

H22
商業科と情報処理科
（青森商業高校､黒石商
業高校､三沢商業高校)

H25 尾上総合高校

北斗高校の分室か
ら本校に再編
（八戸中央高校、
尾上総合高校）

H26
普通科と理数科
（五所川原高校）

≪多様な学科の設置≫ 

≪多様な制度の導入≫ 

社会の変化や生徒の個性に応じた多様な教育への対応 (平成 12年度以降) 
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≪高等学校教育改革実施計画期間中の中学校卒業者数及び学級数減の推移≫ 

 １次計画 ２次計画 ３次計画[前期] ３次計画[後期] 

生徒数減 

少への対応 

・既存の学校は可能な限り

存続 

・市部の大規模校を中心に

学級減 

・小規模校の学級定員の引

き下げ(1学級 40人→35

人へ) 

・望ましい学級規模を１学

年４～８学級とする 

・既存の分校の募集停止 

・市部の１学年３学級以下

の学校の募集停止 

・町村部の１学年３学級以

下の学校は地元生徒の志

願・入学状況を踏まえ学

級減 

・１学級募集とする学校は

校舎制を導入 

・望ましい学級規模を、３

市の普通高校は１学年６

学級以上、その他の高校

は、１学年４学級以上と

する 

・一定規模以上の学校であ

ることが望ましいという

これまでの方向性を踏襲

し、地域の様々な実情等

を考慮した上で、統合を

含めた適正な学校規模配

置を進める 

・３次計画[前期]と同様の

基本的な考え方に基づき

対応 

影  響 

留意点等 

◆市部の学校 

・志願倍率が高いまま推移 
 
◆町村部の学校 

・ほぼ定員を満たしている

ものの、地元の生徒の占

める割合が低下している

小規模校 

・大幅な定員割れが生じて

いる小規模校 

・第１次実施計画と同様に

市部の学校の学級減を中

心に対応した場合、生徒

や保護者の進路希望とま

すますかけ離れる 

・望ましい学校規模になる

よう６地区毎に中学校卒

業予定者数の推移等に対

応した普通科・職業学科、

総合学科の割合という観

点から計画的に募集停止

とする 

・他の県立高校に通学する

ことが困難な地域を抱え

る高校があること等を考

慮し、柔軟な学校配置と

する 

募集停止校 

(全日制) 

木造高校車力分校 野辺地高校横浜分校 

木造高校稲垣分校 

五所川原高校東校舎 

七戸高校八甲田校舎 

青森戸山高校 

八戸南高校 

尾上総合高校 

弘前南高校大鰐校舎 

南部工業高校 

田名部高校大畑校舎 

岩木高校 

八戸北高校南郷校舎 

弘前実業高校藤崎校舎 

(以上予定) 

学校数 

(全日制) 
(分校・校舎も 

１校とする) 

70校→69校 69校→66校 66校→59校 59校→56校(予定) 

 

中学校卒業者数の減少に対応した高校の適正規模・配置 

H29 

△３，４６６人 

△５６学級 

△１，４４９人 

△２９学級 

△１，３９３人 

△３２学級 

△９２７人 

△１９学級 

H11 H16 H20 H25 H29 （各年３月） 
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３ 青森県立高等学校将来構想検討会議の設置等 

≪地区毎の中学校卒業（見込）者数等の推移≫              (単位:人) 

 
第 2次 第 3次実施計画 次期計画(予定) 

 

実施計画 
［H17～］ 

【前期】 
［H21～］ 

【後期】 
［H26～］ 

【前期】 

【後期】 
［H35～H39］ 
(H29に対する
H39の割合%) 

H20 H25 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H39 

東青地区 3,262 2,958 2,958 2,836 2,623 2,601 2,396 2,477 
2,209 

(74.7%) 

西北地区 1,621 1,509 1,350 1,283 1,068 1,168 1,040 992 
845 

(62.6%) 

中南地区 3,122 2,850 2,543 2,355 2,394 2,217 2,089 2,118 
1,918 

(75.4%) 

上北地区 2,287 2,119 1,969 1,901 1,807 1,723 1,647 1,577 
1,510 

(76.7%) 

下北地区 896 782 700 698 658 584 574 587 
524 

(74.9%) 

三八地区 3,519 3,096 2,867 2,783 2,728 2,498 2,362 2,440 
2,338 

(81.5%) 

県  計 14,707 13,314 12,387 11,856 11,278 10,791 10,108 10,191 
9,344 

(75.4%) 

参 考 
(前年比較) 

－ － － △531 △578 △487 △683 83 － 

参 考 
(期間内増減) 

△1,449 
△1,393 △927 △2,196 △847 

△2,320人 △3,043人 
          

募集学級数 
(単位:学級) 

280 248 229 
 

    
 

増 減 △29 
△32 △19 

 
    

 
△51学級 (県教育庁高等学校教育改革推進室推計) 

 
 

本県の中学校卒業（見込）者数の推移 

（各年３月） 
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≪諮問事項≫ 
 
１ 社会の変化や生徒の多様な進路志望に対応した学校・学科の在り

方について 
 
２ 夢や志の実現に向けた教育活動に必要な高等学校の規模・配置に

ついて 
 
３ 各地区の学校配置等に関する基本的な方向性について 

 

社会の変化や生徒の急激な減少に対応し、夢や志の実現に向けた

知・徳・体を育むための県立高等学校の在り方について、中・長期

的な展望に立った検討が必要 

≪青森県立高等学校将来構想検討会議組織図≫ 

青森県立高等学校将来構想検討会議の設置 



0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


